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▲淡路人形浄瑠璃に焦点を当てた全体討論

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
！

　

市
教
委
は
こ
の
ほ
ど
、石
仏
１

体
と
五
輪
塔
２
基
を
市
指
定
有
形

文
化
財
に
新
た
に
指
定
し
、10
月

29
日
、市
役
所
西
淡
庁
舎
で
指
定

書
の
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

指
定
を
受
け
た「
清
浄
寺
阿
弥
陀

石
仏（
倭
文
）」は
、蓮
花
座
の
様
式

か
ら
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
さ
れ
、力

強
く
写
実
感
あ
ふ
れ
る
石
造
彫
刻

と
し
て
、貴
重
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
古
森
家
石
造
五
輪
塔

（
賀
集
）」は
、石
造
美
術
の
全
盛

期
で
あ
る
南
北
朝
時
代
の
建
造
物

と
さ
れ
、地
元
産
の
和
泉
砂
岩
で

「
だ
ん
じ
り
唄
コ
ン
ク
ー
ル
」「
地

域
の
国
際
化
」「
地
場
産
業
の
酒
造
」

「
初
盆
行
事
」な
ど
、独
自
に
実
地

調
査
し
た
研
究
内
容
を
パ
ネ
ル
に

展
示
。来
場
者
に
説
明
し
た
り
質

問
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
連
携
研
究
は
、専
門
家

を
養
成
し
て
い
る
大
学
に
も
、地
域

活
性
を
図
る
市
に
と
っ
て
も
意
義

深
い
も
の
と
し
て
、開
催
に
際
し
、

神
戸
大
学
の
水
田
恭
平
研
究
科
長

は
、「
当
地
の
蓄
積
さ
れ
た
文
化
情

報
を
い
か
に
読
み
解
く
か
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
場
を
も
ら
っ
て
い
る
」と

話
し
、中
田
市
長
は
、「
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
が
、地
域
の
宝
と
し
て
誇

り
に
思
う
気
運
が
さ
ら
に
高
ま

り
、地
域
の
方
向
性
へ
の
期
待
も
膨

ら
む
」と
話
し
ま
し
た
。

　

市
と
６
月
に
地
域
連
携
協
定
を

結
ん
だ
神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文

化
学
研
究
科
の
主
催
す
る「
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
11
月
14
日
、三

原
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
に
焦
点
を
当

て「
南
淡
路
に
お
け
る
民
俗
芸
能

の
展
開
」と
題
し
て
、国
内
外
の
専

門
家
に
よ
る
講
演
と
全
体
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ネ
ル
大
学（
米
国
）や
国
立

民
族
学
博
物
館
の
研
究
者
が
招
か

れ
、同
研
究
科
の
講
師
陣
と
、海
外

の
視
点
か
ら
や
、芸
能
伝
承
の
観

点
、ま
た
、人
形
の
機
能
や
意
味
な

ど
、様
々
な
角
度
か
ら
学
問
的
な

考
察
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

会
場
入
口
で
は
、大
学
院
生
が
、

こ
の
夏
、市
内
に
数
日
滞
在
し
て
、

作
ら
れ
た
島
内
最
古
の
石
造
品
と

し
て
、学
術
上
の
価
値
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
神
本
寺
石
造
五
輪
塔

（
榎
列
）」は
、建
立
当
時
の
鎌
倉
様

式
の
姿
を
現
在
に
残
し
て
お
り
、他
の

石
造
五
輪
に
は
見
ら
れ
な
い
火
輪
・

地
輪
の
２
か
所
に
彫
ら
れ
た
奉ほ
う

籠ろ
う

孔こ
う

や
不
整
形
な
地
輪
の
特
異
な
様
式

市
指
定
文
化
財
に
３
件
指
定

▲整備された「福井自治会コミュニティ広場」

宝
く
じ
収
益
を
利
用

福
井
自
治
会 「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
」を
整
備

技
能
功
労
者
表
彰

　

福
井
自
治
会
が
、
宝
く
じ
収
益

を
財
源
と
し
た
㈶
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」を
活
用
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
を
整
備
し
ま
し
た
。
10
月
27

日
に
は
、
同
広
場
の
完
成
を
祝
っ

て
地
元
老
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
和
や
か
に

ニ
テ
ィ
広
場
が
整
備
さ
れ
、
広
場

を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
、
さ
ら
に
地

域
の
活
性
化
・
住
民
交
流
を
促
し

た
い
。
ま
た
、
非
常
時
の
避
難
場

久
米　

理
資（
広
田
、理
容
師
）

阿
部　

忠
彦（
阿
万
、左
官
）

中
原　

省
治（
神
代
、電
気
工
事
士
）

槌
賀　
　

繁（
福
良
、電
気
工
事
士
）

道
上　

永
久（
津
井
、製
瓦
職
）

村
上　

博
明（
福
良
、製
麺
職
）

進
藤　

利
已（
湊
、自
動
車
整
備
士
）

丹
羽　
　

實（
榎
列
、建
具
職
）

平
川　
　

光（
志
知
、理
容
師
）

上
田　

雅
博（
市
、大
工
）

戎
本　
　

剛（
灘
、大
工
）

宮
下　

孝
司（
市
、大
工
）

西
村　

光
司（
榎
列
、建
具
職
）

　

永
年
優
れ
た
技
能
で
、地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
た
21
人
の

方
々
に
11
月
23
日
、「
南
あ
わ
じ
市

技
能
功
労
者
表
彰
」が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
年
齢
順
、敬
称
略
）

出
口　
　

巖（
八
木
、建
具
職
）

野
上　

幸
子（
神
代
、美
容
師
）

　

堤　
　

章（
津
井
、製
瓦
職
）

黒
田　

幸
彦（
福
良
、自
動
車
整
備
士
）

山
口
あ
け
み（
市
、美
容
師
）

土
居　
　

章（
倭
文
、塗
装
業
）

本
田　

英
夫（
広
田
、旋
盤
工
）

木
本　

勝
治（
阿
万
、自
動
車
整
備
工
）

所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
よ

り
一
層
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展

と
地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

助
成
事
業
で
は
、
同
広
場
の
整

地
、
照
明
器
具
や
用
具
倉
庫
、
ベ

ン
チ
の
設
置
の
ほ
か
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
用
具
な
ど
の
備
品
の
購

入
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
池
功
自
治
会
長
は
、「
コ
ミ
ュ

▲コミュニティ広場内
に設置された看板

市政ひろば

所
有
者
に
指
定
書
を
交
付

（左）清浄寺阿弥陀石仏（中央）古森家石造五輪塔
（右）神本寺石造五輪塔、いずれも９月15日に指定

地
産
地
消
、ゆ
め
る
ん
子
育
て
元
気
米
支
援
事
業
！

　
「
お
米
を
食
べ
よ
う
市
民
運
動
」

を
展
開
し
て
い
る
市
で
は
、「
日
本

型
食
生
活
の
大
切
さ
」「
地
産
地

消
と
米
の
消
費
拡
大
」「
子
育
て
支▲優秀標語表彰式で市長賞を受けた

済藤綾城くん親子（11月３日）
援
」を
目
的
に
11
月
、市
内
の
小
学

生
が
い
る
家
庭（
２
１
２
７
世
帯
）

に
南
あ
わ
じ
産
こ
し
ひ
か
り
１
袋

10
㎏
を
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、朝
食
を
食
べ
な
い
子

や
偏
食
な
ど
、食
の
乱
れ
が
子
ど
も

の
心
身
の
健
康
や
発
育
、学
業
に
も

影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
る
な
か
、

家
庭
や
子
ど
も
た
ち
に
、食
に
対
す

る
正
し
い
理
解
や
、地
元
農
業
と
そ

の
食
材
の
す
ば
ら
し
さ
を
、食
卓
を

囲
ん
だ
団
ら
ん
の
な
か
で
話
し
合
っ

て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、Ｊ
Ａ
あ
わ

じ
島
や
市
内
各
学
校
の
協
力
を
得
て

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　（11月１６日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 232件 32,195,219円

市外（島内） 30件 1,956,000円

市外（島外） 129件 11,854,940円

合計 391件 46,006,159円

詳細は市のホームページで掲載しています

ふ
る
さ
と
納
税

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

か
ら
、

高
い
評

価
を
受

け
ま
し

た
。

▲塚本教育長から
指定書を受け取る
文化財の所有者

　

そ
こ
で
、
島
内
３
市
消
防
団
で

構
成
す
る
淡
路
地
区
消
防
協
議
会

は
、従
業
員
が
消
防
団
活
動
に
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る

事
業
所
を「
消
防
団
協
力
事
業
所
」

と
し
て
認
定
し
、「
表
示
証
」を
交
付

す
る
制
度
を
開
始
。市
内
で
は
、次

の
３
事
業
所
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

◆
三
洋
エ
ナ
ジ
ー
南
淡
㈱　

◆
あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組
合

◆
㈱
森
長
組

　

な
お
、地
域
防
災
力
向
上
に
社
会

貢
献
す
る
こ
の
制
度
へ
賛
同
さ
れ
る

事
業
所
等
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
防
災
課
☎
43
・
５
０
０
６

下
水
道
、早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

用
可
能
と
な
る
地
域
の
方
々
に
随

時
、公
会
堂
等
で
の
説
明
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。「
排
水
設
備
指
定
工
事

店
」や「
早
期
接
続
者
奨
励
金
制

度
」、「
受
益
者
負
担
金
」、「
下
水
道

料
金
」な
ど
、接
続
に
関
す
る
こ
と

は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。な
お
、宅
内
排
水
か
ら
公

共
ま
す
ま
で
の「
工
事
見
積
り
・
設

計
」は
、排
水
設
備
指
定
工
事
店
へ

の
ご
相
談
と
な
り
ま
す
。

問
下
水
道
加
入
促
進
課

　

☎
50
・
３
０
４
１

　

市
で
は
、「
下
水
道
の
し
お
り
」

な
ど
を
作
成
し
て
、下
水
道
が
使

消
防
団
協
力
事
業
所
に
表
示
証

　

地
域
の
消
防
団
員
の
大
半
が
、被

雇
用
者
と
い
う
状
況
の
中
、災
害
時

の
消
防
団
活
動
で
は
、勤
め
先
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

▲共用開始事前説明会(10月27日、福良
小学校）

▲10月28日、淡路消防ビルで表示証の
伝達式が行われました

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

配
布
し
た
米
袋
に
は
、小
学
生

か
ら
募
集
し
、入
選
し
た
標
語（
広

報
10
月
号
で
紹
介
）も
掲
載
し
て

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、子
ど
も
た
ち
に「
お
米

を
食
べ
よ
う
市
民
運
動
」に
関
す

る
作
文
を
募
集
し
ま
す
。▲学校を通じて「お米

引き換え券」を各家庭
に配布して農協各支所
で米袋を手渡しました

▲院生８人が各自の研究内容をパネル横で説明




